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熊本の統計情報 平成２６年１２月２６日 

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。 

毎月１回のペースで色々な統計に関する話題・データを紹介します。 

 

  熊本県は、東に世界最大級のカルデラを有する阿蘇と西に美しい島々からなる天草、北に比較的なだらかな丘陵

地帯と南に九州山地に連なる急峻な地形からなる地域性に特徴をもっています。また、東の山地から西の平野に向

かって、菊池川・緑川・球磨川などの一級河川が貫く変化に富んだ自然景観を有するなど、豊かな自然と水資源に恵

まれた土地柄でもあります。 

 この豊かな自然の恵みを背景に、米、野菜、果樹、畜産をはじめとする、多彩な農産物が栽培されており、これらの

安心・安全な熊本の農産物は、世界に誇れる私たちの大切な「宝」でもあります。 

                                        〇全国に占める熊本農業の地位   

表に整理されている内容は、本年度本

県農林水産部が「くまもとの農業 2014」

として取りまとめたもので、本県の農業

の地位と全国に占める割合を示していま

すが、農業生産の主要な担い手である認

定農業者数は全国３位、基幹的農業従事

者は全国７位、昨年度の農業産出額は全

国５位、生産農業所得は全国第４位とな

っています。 

また、指標の関係からも全国の平均を

大きく上回る数値を示していますし、昨

年度において、全国１位の農産物が７品

目もあり、本県における産業としての農

業の位置づけが大きいことがわかりま

す。 

 さて、これらの指標の根拠となる貴重な数

値を提供しているのが、下記の各種統計と

いうことになります。また、本年度は平成２

７年２月１日を基準日として、「農業の国勢

調査」と言われる農林業センサスが５年に

一度行われる年です。 

我が国の農業を取り巻く環境が大きく変わろうとしている時期の農林業統計にご注目いただきたいと思います。  
            

【参考】熊本県及び国の各種指標に占める農業の割合 

総生産に占める
農業の割合（H22）

世帯数に占める
農家の割合（H22)

県内就業者に占める
農業従事者の割合（H22)

面積に占める
耕地の割合(H23)

熊本県 2.8% 9.7% 9.8% 15.8%
全国 1.0% 4.9% 3.6% 12.1%  

（出典）「くまもとの農業」（熊本県農林水産部） 

順 位 割合（％）

(22年) 千戸 2,527.9 363.2 66.9 14 2.6

(24.3月末） 千人 237.5 49.4 10.9 3 4.6

(22年) 千人 2,051.4 338.5 73.0 7 3.6

(25年) 千ha 4,537.0 552.6 115.8 13 2.6
田 面 積 (25年) 千ha 2,465.0 321.5 70.4 12 2.9
畑 面 積 (25年) 千ha 2,072.0 231.2 45.3 10 2.2

樹 園 地 (25年) 千ha 299.5 61.3 15.8 6 5.3
牧 草 地 (25年) 千ha 611.1 14.6 6.9 4 1.1

(24年) 億円 86,104 16,601 3,245 5 3.8

(24年) 億円 29,771 5,177 1,134 4 3.8

対主産県比

98.1

千本 59,400 ･･･ 23,700 1 39.9

千ｔ 370.3 ･･･ 55.5 1 15.0

千ｔ 722.4 172.4 104.3 1 14.4

千ｔ 48.9 ･･･ 19.9 1 40.7

千ｔ 37.4 ･･･ 9.7 1 25.9

千ｔ 19.7 8.3 2.9 1 14.7

千ｔ 20.9 ･･･ 3.1 2 14.8
千本 101,900 ･･･ 10,600 2 10.4
千ｔ 327.4 65.0 30.6 2 9.3
千ｔ 54.6 ･･･ 6.9 2 12.6
千ｔ 176.3 ･･･ 26.5 3 15.0
千ｔ 163.2 ･･･ 12.1 3 7.4
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＜平成２７年２月１日（日）実施＞  

～農林業センサスは、農林業・農山村の「イマ」を明らかにして、

「ミライ」 を導く、あなたと地域のための「統計調査」です～ 

（農林業経営体調査） 

１．調査の目的はなんですか？ 

〇我が国農林業の生産構造や就業構造などの実態を明らかにすることを目的に、５年に１度実施し

ている農林業に関する最も基本的な統計調査です。我が国「農業の国勢調査」と言われています。 

２．調査対象はどうなっていますか？ 

〇一定規模以上の農林産物の生産、又は委託を受けて農林業作業を行う世帯や会社等の組織（農林業経営体）

を調査対象としています。 

（参考）具体的には、以下のいずれかに該当する全ての世帯や会社等の組織を調査客体としています。 

(1)経営耕地面積が 30アール以上の規模の農業を営む世帯や組織  

(2)経営耕地面積が 30アール未満でも、農作物の作付面積又は栽培面積、家畜の飼育頭羽数又は 

出荷羽数、その他の事業の規模が一定規模以上の農業を営む世帯や組織  

(3)農業サービス（農作業の受託や選果選別等）の事業を営む世帯や組織  

(4)保有山林面積が 3ヘクタール以上の規模で、2015 年をその計画期間に含む森林経営計画又は 

森林施業計画を作成している世帯や組織  

(5)保有山林面積が 3ヘクタール以上の規模で、調査期日前 5年間に継続して林業作業（育林又は 

伐採）を行った世帯や組織  

(6)委託を受けて育林作業（造林又は保育）を行った世帯や組織  

(7)委託を受けて又は立木を購入して素材生産を行い、過去 1年間の素材生産量が 200 立方メート 

ル以上である世帯や組織 

３．調査方法はどのように行うのですか？ 

〇調査員が調査票を配布・回数して行う自計調査の方法により行います。 

４．調査結果はどのように活用されているのですか？ 

  ○調査の結果は、各種農林業施策の企画・推進・評価の際の基礎資料として、また、各種交付金の算定の

ための基礎資料として活用されるほか、農業経営安定等の施策の立案や各種統計調査を効率的に実施す

るための母集団情報としてなど、多様に活用されています。 

※2015 農林業センサスのキャンペーンサイトが開設されています。調査内容について、更に詳しく知りた 

い方は、下記ＵＲＬをクリック！ 

http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc2015/index.html 2015 農林業センサス 

熊本県の統計情報は「 http://www.pref.kumamoto.jp/site/statistics/ 」をご覧ください。 
次回の「統計アラカルト」は、１月３０日（金曜日）に掲載予定です。 

問合せ先：熊本県企画振興部交通政策・情報局統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺 6-18-1 

電話：096-333-2174 ／ Ｆａｘ：096-384-7544 ／ メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp 

２０１５年農業センサスを実施します 

http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc2015/index.html�
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